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審査
対象

項 目 配 点
幾春別川をよくする

市民の会

【配点：３５点】 35

活動実績 ①委託内容を実行できる実績であるか。 【２０点】 20
継 続 性 ②過去から継続した実績であるか。 【１５点】 15

【配点：１５点】 15

公 共 性 ③活動実績に公共性が認められる。 【１５点】 15

【配点：５０点】 50

【２５点】 25

【２５点】 25

満点 １０５点 100

・上記「一 継続性」、「二 公共性」、「三 実効性」及び「四 ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する指標の適合状況」の各項目について採点を行う。
・「一 継続性」、「二 公共性」及び「三 実効性」の項目のいずれかで０点となった場合には、資格要件を満たさないものとする。
・「一 継続性」、「二 公共性」及び「三 実効性」の項目の配点は、「適確 ２５、２０又は１５点」又は 「不適確 ０点」とする。

ただし、適確においてはその内容により「１５、１０又は５点」とする場合がある。
また、石狩川水系幾春別川は「適確 減点なし」とするが、他の河川は「一 継続性」、「二 公共性」及び「三 実効性」の各項目の配点毎に、それぞれ「適

確 減点５点」とする。
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確 認 内 容

近年おおむね５年間にわたり、河川管理に資する非営利活動を継続的に行って
いること。

一の非営利活動が、河川管理者から後援された活動、河川管理者と共同で実施
した活動その他河川管理者との協力関係が認められる活動であること。

過去の活動実績を踏まえ、活動実施計画の実効性が認められること。
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一 継続性

0
（ワークライフバラ
ンス等の推進につい
て認定されている場
合、優位に評価する
が、複数の認定等に
該当する場合には、
最も配点が高い区分
により加点を行う。
また、該当がない場
合は加点の対象とは
ならない。

【①５点】

【②４点】

【③～⑥３点】

【④、⑦２点】

【⑤、⑧１点】

【⑥、⑨０点】

二 公共性

三 実効性

四 ワーク
・ライフ・バラ
ンス等の推進に
関する指標の適
合状況

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく認定等（えるぼし・
プラチナえるぼし認定企業、一般事業主行動計画策定企業）

「くるみん認定」（平成29年３月３１日までの基準、平成29
年４月１日から令和４年３月31日までの基準、令和４年４月
１日から令和７年３月31日までの基準又は令和７年４月１日
以降の基準）、「プラチナくるみん認定」又は「トライくる
みん認定」を取得している場合に下記の順位で評価する。
①プラチナくるみん認定。
②くるみん認定（令和７年４月１日以降の基準）
③くるみん認定（令和４年４月１日～令和７年３月31日まで
の基準基準）
④トライくるみん認定（令和７年４月１日以降の基準）
⑤くるみん認定（平成29年４月１日～令和４年３月31日まで
の基準）
⑥トライくるみん（令和４年４月１日～令和７年３月31日ま
での基準）
⑦くるみん（平成29年３月31日までの基準）
⑧行動基準（令和７年４月１日以降の基準）
⑨上記に該当しない

次世代育成支援対策推進法に基づく認定（くるみん・プラチナくるみん・トラ
イくるみん認定企業）

①５点

②４点

③④⑤⑥
３点

⑦２点

⑧１点

⑨０点

①若手雇用促進法に基づく認定「ユースエール認定企業」
②上記に該当しない

① ４点
② ０点

若手雇用促進法に基づく認定（ユースエール認定企業）

「プラチナえるぼしの認定」、「えるぼし１～３段階目の認
定」（いずれの段階においても「評価項目３：労働時間等の
働き方」の基準を満たしていることが必要。）を取得してい
る場合及び一般事業主行動計画（計画期間が満了していない
ものに限る。）を策定・届出（常時雇用する労働者の数が
100人以下の企業に限る。）をしている場合に下記の順位で
評価する。
①プラチナえるぼしの認定を取得している
②えるぼし３段階目の認定を取得している場合
③えるぼし２段階目の認定を取得している場合
④えるぼし１段階目の認定を取得している場合
いずれの段階においても「評価項目３：労働時間等の働き
方」の基準を満たしていることが必要。）を取得している場
合
⑤一般事業主行動計画（計画期間が満了していないものに限
る。）を策定・届出（常時雇用する労働者の数が100人以下
の企業に限る。）をしている場合
⑥上記に該当しない

①５点

②４点

③３点

④２点

⑤１点

⑥０点

①過去の実施体制等を勘案し、活動実施計画の適正かつ円滑な実施に必要な体
制が確保されている。

②過去の活動実績等を勘案し、活動実施計画に妥当性がある。

河川法第99条に基づく委託に関する実施結果の公表について

業務名：：幾春別川岩見沢市街築堤維持補修作業（岩見沢河川事務所）

決定日：令和８年７月２３日

代表者 会長 西方 洋昭

住 所 北海道岩見沢市鳩が丘１丁目１番１号

特定企業 法人等 幾春別川をよくする市民の会

北海道開発局札幌開発建設部


